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一．一広報 

③ごしかわら 
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毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ちま
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本iliを訪れたキャラバン車 
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第
十
回
交
通
安
全
全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
の
一
行
が
九
月
八
日
、
 

本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
 

ギ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
八
月
十
 

九
日
に
東
京
を
ス
タ

ー
ト
し
、
 

隊
旗
を
リ
レ
ー
し
な
が
ら
約

か
月
か
け
て
全
国
を
回
り
、
交

通
安
全
モ
ラ
ル
の
啓
蒙
を
訴
え
 

一
 

豆
 

て
い
る
も
の
で
、
本
県
で
は
九

月
七
日
に
秋
田
か
ら
引
き
継
ぎ

を
受
け
、
九
月
十
日
ま
で
県
内

を
回
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
 

ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
市
庁
舎
前
お
祭

り
広
場
で
歓
迎
式
が
行
わ
れ
、
 

稲
垣
村
交
通
安
全
母
の
会
々
長

か
ら
長
沢
京
子
市
交
通
安
全
母

の
会
連
合
会
長
に
隊
旗
が
引
き

継
が
れ
た
後
、
間
宮
安
子
隊
長

が
総
務
庁
長
官
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
み
あ
げ
、
森
田
市
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
森
田
市
長
は
 
「
 

大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
心

よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
今
後

ま
す
ま
す
交
通
安
全
の
輪
が
広

が
り
、
交
通
事
故
が
な
く
な
り
、
 

皆
さ
ん
の
願
い
が
実
現
す
る
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
」
と

激
励
し
ま
し
た
。
 

森田市長（左）に総務庁長官のメッセー 
ジを手渡す間宮隊長（右） 

⑥心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 

’・ 	市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 
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（第671号）② 広報ごしょがわら 昭和63年（1988年）9 月15日 

雪
国
の
快
適
な
住
宅
を
め
ざ
し
て
 

五
所
川
原
ハ
ウ
ジ

ン
グ
フ
ェ
ア
開
か
れ

る
 

山
口
県
 

萩
市
長
が
来
五
 

森
田
市
長
と
懇
談
 

雪
国
の
快
適
な
住
宅
を
め
ざ

し
て
ー
を
テ
ー
マ
に五
所
川
原

商
工
会
議
所
（
村
上
純
一
会
頭
）
 

が
主
催
し
、
市
、
県
な
ど
が
後

援
す
る
「
8
8五
所
川
原
ハ
ウ
ジ

ン
グ
フ
エ
ア
」
 
が八
月
二
十
七

日
か
ら
二
日
間
、
市
民
体
育
館

を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
 

同
フ
ェ
ア
は
、
住
宅
を
造
る

側
と
住
む
側
が
一
緒
にな
っ
て

雪
国
の
住
宅
の
在
り
方
を
見
直

そ
う
と
、
商
工
会
議
所
が
昨
年

か
ら
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
た
も
の
で
、
住
宅
関
連
 

業
団
地
、
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
囲
津
軽
工
場
を
視
察
し

た
後
意
見
交
換
を
行
い
、
小
池

市
長
は
「
五
所
川
原
市
は
津
軽

平
野
の
中
心
に
位
置
し
、
今
後

さ
ら
に
発
展
が
期
待
さ
れ
る
街

で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

両
市
長
は
、
今
後
行
政
、
経

済
、
文
化
の
各
般
に
わ
た
っ
て

交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
約

東
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
 

い
づ
く
り
に
つ
い
て
の
工
夫
が

随
所
に
見
ら
れ
来
場
者
の
目
を

ひ
い
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
期
間
中
市
立
図
書
館

で
は
、
五
所
川
原
土
木
事
務
所

の
主
催
で
「
雪
と
寒
さ
に
強
い

住
宅
」
と
題
し
た
講
習
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
県
の
土
木
部
が
作

成
し
た
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
の

講
習
会
で
、
約
二
百
人
の
市
民

が
詰
め
掛
け
て
寒
冷
地
用
住
宅

に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
て
い

ま
し
た
。
 

の
メ
ー
カ
ー
、
建
設
、
設
計
、
 

電
気
な
ど
七
十
八
事
業
所
が
参

加
し
、
約
三
千
人
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
 

初
日
の
開
会
式
で
は
、
村
上

会
頭
が
「
商
工
会
議
所
が
主
催

す
る
住
宅
フ
ェ
ア
は
県
内
初
の

試
み
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
市

内
の
商
工
業
者
の
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、同
フ
ェ
ア
を
継

続
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
来
賓
と
し
て
森
田

市
長
が
「
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
 

大盛況であった展示会場 

去
る
八
月
三
十
日
、
小
池
春

光
山
口
県
萩
市
長
が
本
市
を
訪

れ
森
田
市
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
森
田
市
長
が
昨
年

七
月
に
萩
市
を
訪
問
し
た
の
に

対
す
る
返
礼
と
し
て
訪
れ
た
も

の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
森
田
市
長
の
案

内
で
旧
平
山
家
と
市
内
田
川
に

あ
る
同
郷
の
偉
人
・
吉
田松
陰

先
生
の
碑
を
訪
れ
、嘉
永
五
年
 

（
一
八
五
二
年
）
松
陰
先
生
が

北
方
警
備
の
実
情
を
視
察
し
た

足
跡
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
石
塔
山
、
青
森
職

業
訓
練
短
期
大
学
校
、
漆
川
工
 

は
豪
雪
地
域
で
す
。
同
フ
エ
ア

を
契
機
に
市
民
の
快
適
な
住
ま

い
づ
く
り
に
つ
い
て
の
認
識
が

さ
ら
に
深
ま
り
、
商
工
業
の
活

性
化
が
一
層
促
進
さ
れ
る
よ
う

期
待
い
た
し
ま
す
」
と
祝
辞
を

述
べ
た
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
開
会
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

広
い
体
育
館
に
は
、
ヒ
バ
の

集
合
材
を
使
っ
た
モ
デ
ル
ル

ー
 

ム
や
断
熱
材
・
断
熱
ガ
ラ
ス
を

は
じ
め
と
す
る
寒
冷
地
住
宅
向

け
資
材
、
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
な

ど
が
展
示
さ
れ
、
快
適
な
住
ま
 

森田市長（左）を訪問した
ノ」、ジ也萩市長（右） 

オープンにあたってよろこびのテープカット 
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地
域
農
業の
発
展
 

鵬
証
 

」
証
証
江
証
必

学
校
農
業
気

ス
牙
東
北
 

無
一
 

る
「
餌
 

市民会議日程表 

市民会議は、市民から直接地域の問

題点や要望、意見などを聴き、それを

できるだけ市政に反映させていこうと

するもので、 どなたでも参加できます。 

特に、21世紀を担う若い方々の積極

的なご参加をお願いします。 

※五所川原（北）地区は五小学区、五

所川原（南）地区は南小学区及ひ’中

央小学区となりますのでまちがいの

ないようご注意ください。 

月
ー
  

日
U
)
 

 

時間 
対
地
 
象
区
 

開催場所 

27
(k) 臨

  

五所川原 

（北）地区 

しきしまコミュ

ニテイセンター 

29

(*) 

午
  
後
時
 

五所川原 

（南）地区 

老人福祉 

センター 

総
合
で
栄
小

A
が
初
優
勝
伽
散
疑
飢
 

東
北
六
県
の
高
校
農
業
クラ

ブ
員
が
日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を

披
露
す
る
「
第
三
十
九
回
日
本

学
校
農
業
ク
ラ
ブ
東
北
連
盟
大

会
」
 
が八
月
二
十
五
、
二
十
六

の
両
日
、
五
所
川
原
農
林
高
校

を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
農
業
関
係
学
科
を

有
す
る
高
校
の
農
業
ク
ラ
ブ
員

が
、
研
究
発
表
や
競
技
を
通
じ

て
親
ぼ
く
を
深
め
よ
う
と
開
か

れ
て
い
る
も
の
で
、
東
北
六
県
 
 

の
四
十
八
校
か
ら
約
五
百
五
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

初
日
の
二
十
五
日
は
、
各
県

の
予
選
を
通
過
し
た
十
三
チ

ー
 

ム
が
参
加
し
て
測
量
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

二
十
六
日
は
同
校
体
育
館
で

総
合
開
会
式
が
行
わ
れ
、
斉
藤

隆
治
東
北
連
盟
会
長
（
五
農
高

一
一
犀）
、本
間
茂
夫
県
教
育
長
、
 

城
戸
幸
次
郎
五
農
高
校
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
、
来
賓
の
森
 
 

田
市
長
が
「
五
所
川
原
に
お
い

で
の
皆
さ
ん
、
五
万
市
民
と
も

ど
も
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
 

本
大
会
が
地
域
農
業
ひ
い
て

は
日
本
農
業
の
発
展
の
た
め
、
 

大
き
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
」
 

と
歓
迎
と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
開
会
式
を
終
わ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、「学
校
の
特
色
を
生

か
し
た
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
ク
ラ
ブ
活
動
紹

介
、
農
業
に
関
す
る
意
見
発
表

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
中
で
、
五
農
高
の
斉
藤

隆
治
さ
ん
が
「
新
人
工
栽
培
用

キ
ノ
コ
、
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
の
育

成
を
目
指
し
て
」
を
発
表
す
る

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
東
北
各
県
の

地
域
性
、
独
自
性
を
生
か
し
た

興
味
深
い
研
究
内
容
が
披
露
さ

れ
、
盛
況
の
う
ち
に
大
会
を
終

わ
り
ま
し
た
。
 

市
民
体
育
館
で
九
月
四
日
、
 

「第
十
九
回
学
区
対
抗
マ
マ
さ

ん
体
育
大
会
」
が
開
か
れ
、
各

学
区
か
ら
選
手
な
ど
約
六
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
日
頃
運
動
不
足

に
な
り
が
ち
な
婦
人
達
の
健
康
 
 

と
体
力
の
増
進
を
図
り
、
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
一
層

盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
参
加

者
の
親
ぽ
く
を
深
め
よ
う
と
市

教
育
委
貝
会
が
主
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。
 

競
技
は
キ
ッ
ク
ボ
ー
ル
、
綱

引
き
な
ど
四
種
目
で
行
わ
れ
、
 

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
区

の
期
待
を
担
っ
て
健
闘
し
ま
し

た
。
 

上
位
入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

（
敬
称略
）
 

総
合
 
①
栄
小
A
②
中
央
小
A
 

③
松
島
小
A
 

キ
ッ
ク
ボ
ー
ル
  
①
五
小
A
②
 

中
央
小
A
（
山
采小
A
 

綱
引
き
 
①
松
島
小
A
②
中
央
 

小
A
③
栄
小
A
 

卓
球
（
団
体
）
ハ
］
采小
A
②
中
 

央
小
B
③
中
央
小
A
 

同
（
個
人
）
①
相
馬
（栄
小
）
 

（
ダブ
ル
ス
）
国
方
・
新
岡
 

組

（
中央
小
）
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

（団
体
）
 

①
松
島
小
B
②
松
島
小
A
③
 

五
小
A
 

同
（
個
人
）
①
太
田
（
松
島
小
 

B
）
②
小
田
桐
（松
島
小
A
)
 

・

須
藤

（
飯詰
小
）
 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
 

太
田
雅
文

（松
島
小
B
)
 

 

歓迎のあいさつをする森田市長 

 

キックボール競技で 
がんばるママさん達 

、 

: 
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歌
や

踊
り
で

若
返
り
を
 

老
人

芸
能
大
ム

A
開
か
れ

る
 

 

森田市長（左）に受賞を伝える
松本さん（右） 

 

ま
し
た
。
 

席
上
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
松
 
八

月
二
十
二
日
に
、
松
本
会

交
「
長
の
永
年
 
長
は

森
田
市
長
に
受
賞
を
伝
え

に
わ
た
る
身
体
 

ま
し
た
。
 

障
害
者
の
福
祉
 
こ
れ

に
対
し
森
田
市
長
は
「
 

の
向
上
及
び指
 
本

当
に
お
め
で
と
う
。
身
体
障

導
に
努
力
し
た
 

害
者
の
福
祉
向
上
の
た
め
、
よ

功
績
が
認
め
ら
 

り
一
層
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

れ
た
も
の
で
、
 

と
称
え
ま
し
た
。
 

本
市
で
は
初
め
 

て
の
受
賞
で
す
b
 

愛
の
輪
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
開
か
れ

る
 

回
日
本
身
体
障
告
名
福
祖
大
会
」
 
松
本

会
長
は
都
合
に
よ
り
同

に
お
い
て
、
社
会
福
祖
法
人
日
 
大

会
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
た

本
身
体
障
害
者
団
体
連
会
合
の
 
め
、

八
月
二
十
 
日
に
青
森
市

灘
尾
弘
吉
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
 

で
開
催
さ
れ
た
県
福
祉
大
会
の
 

国
際
協
力
事
業
団
青
年
海外

協
力
隊
員
と
し
て
ア
フ
リ
カ
の

ガ
ー
ナ
共
和
国
に
派
遣
さ
れ
て

い
た
太
田
正
仁
さ
ん
（市
内
水
 

日
、
市
民
文
化
会
館
で
、
「第
五
 
 

野
尾
・
身
障
者
療
護
施
設
内
潟

療
護
園
職
員
・
3
2歳
）
が
八
月

二
士
一
一
日
、市
役
所
を
訪
れ
森

田
市
長
に
帰
国
報
告
を
し
ま
し

る
 
た
。
 

甘
 

太
田
さ
ん
は
、
 

告
 
昭

和
六
十
一
年

略
 

七
月
か
ら
今
年

国
 

の
八
月
ま
で
の
 

婦
 

一
年間
、
ガ

ー
 

司
相
 
ナ
の
施
設
で
作

馴
川
 

業
療
法
士
と
し
 

歌
 
て
身
体
障
害
児
 

森
太
 
の
機
能
訓
練
を

手
伝
っ
て
き
た
 

こ
れ
は
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
 
 

も
の
で
す
。
 

森
田
市
長
は
「
一
年
間
本
当

に
ご
苫
労
さ
ま
で
し
た
。
貴
重

な
体
験
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
体
験
を
生
か
し
て
障
害
者

福
祉
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
労
を

ね
ぎ
ら
う
と
、
太
田
さ
ん
は
 
「
 

ガ
ー
ナ
の
子
ど
も
た
ち
と
は
言

葉
が
通
じ
な
く
と
も
す
ぐ
友
だ

ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

今
後
は
、
五
所
川
原
に
住
み
な

が
ら
交
流
を
続
け
、
で
き
る
限

り
手
助
け
を
し
て
行
き
た
い
」
 

と
決
意
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
ず
山
形
会
長
が
「今
H

一
旦
、
 

歌
や
踊
り
を
楽
し
み
、
若
さ
を

よ
み
が
え
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
」
 

そ
の
後
早
速
芸
能
に
人
り
、
 

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
金
山
長

寿
会
の
舞
踊
を
皮
切
り
に
、
コ
 

ー
ラ
ス
、
歌
謡
、
民
謡
、
浪
曲
、
 

詩
吟
な
ど
を
約
四
時
間
半
に
わ

た
っ
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
身
体
障
害
者
福

祉
会
の
松
本
一
男
会
長
（
市
内

川
端
町
）
は
六
月
一
日
、
岡
山

県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
十
三
 

市
中
央
公
民
館
で
九
月
二
日
、
 

「第
十
一
回
愛
の
輸
レ
ク
リ
エ
 

ー
シ
ョ
ン
大
会
」
が
開
か
れ
、
 
 

巾
内
の
障
害
者
と
そ
の
家
族
約

百
五
ー
尺
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
平
山
誠
敏
会
長）
と
市
手

を
つ
な
ぐ
親
の
会

（
坂
本甚
作

会
長
）
が
主
催
し
、
精
薄
者
の

交
流
と
福
祉
の
向
上
を
目
指
す

も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
福
祉
協
力
校
に

指
定
さ
れ
て
い
る
一
野
坪小
、
 

五
一
高
の
児
童
・
生
徒
も
参
加

し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
父
母
も
一
緒
に
 
 な

っ
て
綱
引
き
ゃ宝
さ
が
し
競

技
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
の
ど

自
慢
大
会
な
ど
に
挑
戦
し
、
観

客
か
ら
盛
ん
な
声
援
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
 

ま
た
こ
の
日
の
昼
食
に
は
、
 

五
所
川
原
並
び
に
東
日
流

（
つ

が
る
）
の
両
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
協
力
に
よ
り
、
そ
ば
と
お

に
ぎ
り
が
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
 

参
加
者
は
互
い
に
交
流
を
深
め

な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。
 

  

青
年
海
外

孟
力

隊
任

期
を
終
え

て
帰
国
 

 

水
野

尾
の
太

田
さ
ん
 

身
体

障
害
者
の

福
祉
向
上
に

貢
献
 

松
本
さ
ん

に
全
国
表

彰
 

歌
や
踊
り
な
ど
の
芸
能
を
通
 

回
老
人
芸
能
た
会
」
が
開
か
れ

し
て
若
返
ろ
う
と
八
月
二
十
九
 

ま
し
た
。
 盛会であった老人芸能大会 

合
会

（
山形
四

郎
会
長
）
が
市

国
民
健
康
保
険

の
協
賛
を
得
て

開
い
た
も
の
で
、
 

約
三
百
人
の
お

年
寄
り
が
集
ま

り
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
 

綱引き競技でがんばる参加者達 

r
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昭和64年歌会始のお題と詠進歌の詠進要領一宮内庁― 
レお題 『晴』 

ン詠進要領 ① 詠進昌玖は、 自作の彫こで1人 1 

首一とし、未発表のもの。（②） 用紙は、半紙（ 

利珠氏） とし、毛二筆で・自書してくノごさい。 

（③） 病気又は身体障害のため自書することが

できない場合は、他人が代筆しても差し支え

ありませんが、代筆の場合には、別の紙に代

筆の理由、代筆者の住所と氏名を書いて詠進

歌に添えてくノごさい。なお盲人の人は、点字

で言永進しても差し支えありません。④ 書式

は、半紙を横長に用い、右半分にお題と歌、 

左半分に郵便番号、住所、氏名（本名、．S、り

がなつき）、生年月日、職業（なるべく具体

的に）を縦書きで書いてください。 （書式図

参照）無職の場合は、以前職に就いたことが

ある場合は、なるべく元の職業を書いてくブご

さい。なお、主婦の場合は、単に 「主婦」 と  

書いても差し支えありません。 

レ詠進の期間 10月11日まで”とし、郵送の場合 

は、10月11日までの消印を有効とします。 

レあて先 〒100 東京都千一代田区千代田 1番1 

号 宮内庁（封筒に 「詠進歌」 と書き添えて 

ください。） 

（書 式 

（約33センチメートル） 

      

職
 
業
 

年
月
日
生
 

郵
便
番
ロ
ゲ
 住
所
 

ふ
り
が
な
 

氏
 

名
 

晴
 

（約
2
4セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
 

      

秋の全 交通安全運動 
③期間 

9月21日困～ 

9月30日囲 

③運動の重点目標 

1 ．高齢者の交通事故防止 

2. 若年運転者の無謀運転の防止 

3．正しい方法によるシートベルト、 

ヘルメットの着用の徹底 

交通事故発生状況 

これから本格的な秋の行楽シーズンを迎え、 

家族で、仲間でレジャーやドライブに出かける

機会がとても多くなります。 

またこの時期は、特に若者の飲酒・暴走運転

による事故の多発が予想されます。 

このような状況のもとに、秋の全国交通安全

運動が行われます。 

この運動は、広く市民に交通安全思想・交通

道徳の普及に徹し、正しい交通マナーの実践を

習慣付一けることにより、交通事故防止の徹底を

図ることを目的としています。 

なお、当市では 5 月11日から交通死亡事故セ’ 

ロを続け 8 月18日で100日目標を達成しました。 

さらに交通死亡事故セnコ 200日 達成を目標に

市民の皆さんのご協力をお願いします。 

（五所川原警察署提供／昭干ロ63年 8 月31日現在） 

」
一
 

駅 三 	好 毘沙門 飯 	詰 松 	島 松島団地 栄 長 	橋 七 	和 梅 8
 

月
 
中
 

累
計
（1
月
1
8
月
）
 
 

8
 
月
 
中
 

累
計
朗
ー
湖
  

8
 
月
 
中
 

累
計
朗
ー
”
  

8
 
月
 
中
 

累
計
明
ー
”
  

8
 
月
 
中
 

累
計
朗
ー
”
  

8
 
月
 
中
 

累
計1
 
,
f
l

崩
  

8
 
月
 
中
 

累
計
m
ー
醐
  

8
 
月
 
中
 

累
計
明
ー
”
  

8
 
月
 
中
 

累
計
明
ー
”
  

8
 
月
 
中
 

累
計
明
ー
湖
  

8
 
月
 
中
 

累
計
明
ー
瑚
  

8
 
月
 
中
 

累
計
明
ー
瑚
 件 	数 

15 
62 

0
  10 

2
  7

  

0
  15 

。
ノ］
  

6
  

0
  12 

0
  12 

Q
。
 
 

17 
0
  8

  

。
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10 
0
  4

  

24 
163 

死 	者 
ハU
  （

ノ］
 
 

0
  

ハU
  

ハU
  

0
  

ハU
  

ハU
  

0
  0

  

0
  

0
  ハU

  

0
  0

  

0
  0

  

0
  に

。
 
 

傷 	者 
17 

65 
0
  

2
  7

  
18 

っ
］
 

 
7
  

0
  15 

八U
  12 

n叱
〕
  

10 
0
  

に
U
 
 

17 
0
  4

  

30 
187 

死亡事故 
0 

継続H数 
166 196 6,448 1, 145 2,683 170 633 113 443 1,018 6,448 
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「会津士魂の道」 
一参加者募集ー 

レ期日 10月 1 日～ 2 日 （ lI白 2 日） 

ンコース 1 日目 中三前 6 時発一野口記念館 

ー戸の口古戦場一飯盛山一さざえ堂ー白虎隊

記念館一翁島荘（泊） 2 日目 鶴ケ城ー武；

家屋敷一盤悌高原一五色沼一吾妻スカイライ

ンー浄土平見学一中三前着20時10分 

ン集合場所 中三五所川原店前 午前 5 時50分

ン会費 18,500円（宿I白、見学料、昼二食等） 

ン申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴

史の道整備促進協議会事務局（廿01774D1064 

番） 

ン申し込み締匂］ 9 月24日 （土） 

~ ン申し込み受付時間 午前 8 時30分～午後 4 時

まて・、 

飲酒・暴走運転追放 
交通事故防止 

市民総決起大会 
レ日時 9 月26日 （月）午後 1時～ 

ン場所 市庁舎前お祭り広場（雨天の場合は市 

民文化会館） 

レ行事内容 大会宣言のあと参加者全貝で市中 

心街をパレードして、交通事故防 

止を呼ひ”かけます。 

※市民多数の参加をお願いします二， 

住宅統計調査に 

ご協力を．ノ 
10月 1 日現在で1主宅統H 調査が実施されます。 

この調査は、「住宅の国勢調査」 といわれる大 

， 規模な調査で、私たちの生活の基盤である住宅

の状況を明らかにするとともに、国や県・市の

住宅建設計画、都市計画、環境整備計画などの

立案のための資料として広く利用されます。 

調査対象となる世帯は、全国で約400万世帯、 

本市でも2,500世帯が調査の対象となります。 

なお、調査票に記入された事柄は、統計をイ乍

るだけに使うもので、そのほかには一切使用し

ませーん。 

街づく り わたしも協力 住まいの調査 

※お間い合わせは、市総務部秘書企画課統計調

査係（”⑩21 11番内線 3 1 9 番）へどうぞ。 

戦後、 ソ連又はモンゴ
ルの地域において強制
抑留された皆さんへ 

このたび、平和祈念事業特別基金等に関する

法律が成立し、同法に基づ”いて戦後、 ソ連又は

モンゴルク）地域において強制抑留された方で日

本に帰還した戦後強制抑留者又はその遺族に慰

労品（書状・銀オ不） を贈呈するとともに、 これ

らの方々のうち年金恩給等を受沫合していない方

には、更に慰労金として10万円（ 2 年償還の記

名国債）を支給することとなりました。 

慰労品の贈呈及び慰労金の支給は請求に基づ

いて行うこととしておりますので、慰労品・慰

労金の請求をしようとする方は、平和祈念事業

特別基金から請求書類を受取り‘必要な書類を添

えて 「平和祈念事業特別基金」 あて直接送付し

てくノごさい。 

なお、請求書類は市役所民生部市民課にも置

いてあります。 

レ請求期限 日召和68年 3 月31日まで’ 

ン送付先及び問い合わせ先 

〒 112 東京都文京区大塚5-3-13 

平和祈念事業特別基金 業務第 2 課 

("03-945-47o3番） 

県信用保証協会からのお知らせ 
市で1よ、地元企業の振興育成のために県信用

保証協会と協調して次の保証制度を実施してい

ます。 

、～
~~ 簡易小口資金 近代化資金 

保証金額 500万円 2,000万円 

期 	間 5 年以内 7 年以内 

利 	息 年率7.80％以内 年率7.80％以内 

保証料 年率 0.95% 年率 0.95% 

⑨このほか、中小企業者の経営の安定と事業の 

発展に必要な資金について各種保証制度を取 

扱っています。 

〇主な県制度 

ン体質強化資金 

＞地場産業活路開拓資金 

）先端技術産業振興育成資金 

〇その他の制度 

ン長期経J営資金 

）当座貸越根保証 

＞事業者カードローン 

※詳しいことは、県信用保証協会五所川原支所 

（胃電5)41 21番）または市商工観光課（胃国）21 

11番内線 2 6 0 番）へお問い合わせくださし、 
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県レクリエーション指導者養成講習会 

受講者募集 
レ日日寺 9 月23日～25日 （ 21白 3 日） 

1 日だけの受講もできます。 

レ場所 県立焚珠少年自然の家（市内神山） 

）参加対象 高校生以上の人で、 レクリエーシ 

ョンに興味・関心のある人 

レ定員 7 0 人 

レ参加費 5,000円（ 3 日間）、4,000円（ 2 日 

間）、 3,000P](1 日）ー資米斗代、教材費、食 

事代含む。 

＞申し込み締ti) 9 月20日まで’ 

ン申し込み先及び問い合わせ先 

菊地久子さん（市内八重菊20の35”⑨5735番） 

へ参加費を添えてお申し込みください。 

主催 県レクリエーション協会・県教育委員会 

生け花教室 受講生募集 

1動く婦人の家で1ま、小原流生け花教室を開講 

します。 

ン受講資格 市内にイ主所または勤務先を有する 

婦人 

ン期間 9 月26日～12月 5 日 （毎週月曜日） 

ン日寺間 午後 6 時30分・～ 8 時30分 

ン受講料 無米斗（材料費は本人負担） 

＞募集人員 15人（定貝になり次第締切） 

※詳しいことは、市働く婦人の家（雪電3)8898番） 

ノへ、どうそ了。 

「核兵器廃絶平和都市宣言」 

記念植樹祭を開催 
市では、 「核兵器廃絶平和都市宣言」 を記念

して 「市民憩いの森林」 で才直樹祭を開催するこ

とになりました。一般市民多数のご参加をお願

いします。 

ン日時 9 月25日 （日）現地午前10時30分から 

（雨天の場合は10月 2 日に順延） 

ン場所 飯詰山国有林（味口曾ケ沢の奥） 

レ申し込み先 9 月20日までに、市農林課（" 

G)2111番内線 2 1 5 番）へ申し込みください。 

ンその他 ①服装は、作業服、長ぐつ又はズ、ソ

ク、軍手を準備してください。②市で送迎パ

スを用意しますので、当日午前 9 時30分まで’ 

に市役所前にお集り ください。③昼食（焼肉 

・おにぎり等）、使用器具は市で準備します。 

④参加者全貝に苗木を無償配布します。 

三井シンポジア・ 
トウモロウ五所川原開催 
講演とデ’ィ スカッションを通して文化的側~山 

から地域振興のあり方を探ります。 

ン日時 9 月19日 （月）午後 5 時30分・～（開場 

午後 5 時～ ) 

レ場所 市中央公民館 

レテーマ 「211旦：紀～5000日の変革～津軽半島 

に生きる」 

レ内容 （ユ）講演 

桐島洋子氏（評論家） 

青木雨彦氏（コラムニスト） 

(2）パネルデ’ィ スカッション 

ンス、」易半十 無料一 

⑨主催 ILIり〒川「京市、 青森三友会、東奥日報社 、 

難管替嘗驚学生募 鍵篇貧難学生募集 
レ受験資才各 日召和40年 4 月 2 日 （大学校学生は

昭和43年 4 月 2 日）以降に生まれた者で次に

掲げるもの。 

①高等学校を卒業した人及び来年 3 月までに高

等学校を卒業する見込みの人。 

②高等専門学校の第 3 学年の課程を終了した人

及びづに年 3 月までに高等専門学校の第 3 学年

の課程を終了する見込みの人。 

③その他大学入学資格検定に合格した人等人事

院が①に掲げる人と同等の資格があると認め

る人。 

ン採用予定数 

〇海上保安大学校学生 約50人 

くフ海上保安学校学世三 水足各…約15人、灯台・・・・約 

35人、通イ言・…約15人、航海・機械・主計・…約 

90人。 

レ受験受付期間 9 月26日まで’。 

（郵送された申込書は、 9 月26日まで’の消印

のあるものに限り受け付1ナます。） 

申込用紙の請求や詳しいことは、青森海上保

安部（ F030 青森市青柳一丁目 1番 2 号、廿 

0177亘④）2423番）へどうそご。 

極左暴力集団の根絶にご協カを 

極左暴力集団は、地方都市にアジトをつ

くり、爆発物や武器を製造しています。 

「テロ」「ゲリラ」を防止するため不審な

入居者、不審人物の出入り等、どんな情報

でもお寄せください。 

通報先 五所川原警察署合⑩2141番

極左 110番合0177⑩1110番 
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「てんかん講座」講演会開催 10月の保健センター「相談日」 
レ日日寺 9 月18日 （日）午後1時 

ン場所 市中央公民館 

レ講演 「てんかんについて」 （てんかん発作 

の分類と介護） 

講演者 福島 裕先生（弘前大学医学部精 

神科教授） 

＞資料代 3 0 0円 

※詳しいことは、（初日本てんかん協会青森県支 

部代表管原さん（市内石岡 費要5>5783番）へ 

お問い合わせく ださい。 

新受入図書 
	

市立図書館 

書 	名 著者名 書 	名 著 者 名 
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蘇った占代の木乃伊 牟田口章人 入門万葉集の読み方 扇野 聖史 

北の詩人 松本 清張 り単む言葉‘俳句から
の発想 坪内 稔典 

日本の戦歴 毎日新聞社 禁じられたソナタ 赤川 次郎 

皇后さま 小山いと子 忘れられたオフイス 植田 草介 

中国に呪縛される口
本 中嶋 嶺雄 タマャ 金井美恵子 

労働者共済運動史 全 労 済 刃差しの街 西村 	望 

心を燃やそう 鈴木 健二 谷 間 林 	京子 

広告の実際 志津野知文 本所しぐれ町物語 藤沢 周平 

優しさとしての教育 灰谷健次郎 チャンネルの五番 林 真理子 

経営分析論 坂口 	康 地獄時計 日影 丈吉 

黄色い髪 千刈あがた 春の砂漠 平岩 弓枝 

防衛ハンドブソク 朝雲新聞社 数の風景 松本 清張 

生命に挑む 利根川 進 整 草 連城三紀彦 
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菅原 明子 静寂の声 渡辺 淳ー 

現代ハイテク事典 牧野 	昇 オルフュいの水鏡 赤江 	爆 

日本の食糧管理総覧 農 林資料
調 査 会 好「食『一代男 檀 	太郎 

家庭でできる漢方食 磯 	公昭 メガホ一の講義 我妻 令子 

「人間失格」の発見 村瀬 	学 私本・イソノプ物語 田辺 聖子 
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レ日日寺 10月 7 ・14・21・28日 （毎週金曜日） 

の午前10時～午後 3 時（ 7 日は正午まで） 

ン内容 保健婦が血圧の測定や尿検査を含めた

健康相談に応じます。赤ちゃんからお年寄り

まで、お気軽にどうぞ。 

お問い合わせは市衛生課（"63>2111番内線 2 

6 8 番）へ。 

乳幼児の健康診査 
ン場所 市保1建センター 

ン受イ寸日寺間 12: 45~ 13:00まで、。 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので・当日きれいに 

洗った小ビンに尿を入れて持ってきてくださ 

vo 

※注意 6 カ月児健康相診乏の際に、神経芽細胞

腫（小児がん）の検査セッ トを配イ寸しますが、 

当日つごうで来れない場合は検査セッ トを衛生

課窓口にて配イてj一しますので・6 カ月、 7 カ月の赤

ちゃんはぜひおいでください。 

なお病気療養中（特に伝染病の病気）のお子・

さんはご遠慮ください。 

月 令 対象児 期 日 内 容 

3 カ 月 児 S63年 6 月生 10月11日（幻 健康診査 

6 カ 月 児 S63年 3 月生 10月18日（刃 健康相談 

1 	歳 児 S62年 9 月生 10月24日（月） 健康相談 

1歳6力月児 S62年 4 月生 10月25日（幻 健康診査 

3 歳 児 S 60年 5 月生 10月20日困 健康診査 

お間い合わせは、市衛生課（”⑩2111番内線 

2 6 8. 2 7 2 番）ノ、、どうぞ。 

献血にご協力をノ 
今、病気や手術のために多くの人が血液を必 

要としています。 「愛の献血」 に市民の皆さん、 

深いご理解とご協力をお願いします。 

期 	日 ~ 	時 	間 場 	所 

9 月19日 

（月） 

iり ID時から 
正午まで 

小曲 
農村婦人の家前 

I 午後1時30分から 
~ 	午後 4 時まで 

NTT五所川原 
電報電話局前 
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（救急医療部誉） 

 

 

 

 

レ日日寺 

ン場所 

レ講演 （てんかん発作 
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